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特 集 動物愛護
あの日の気持ちを
忘れない



バケモノの子
細田守監督が「おおかみこどもの雨と雪」
以来３年ぶりに送り出すオリジナル長編
アニメーション。不幸な少年が身勝手な
バケモノとの出会いにより成長し、絆を
深めていく感動的な物語。

◎上映時間（118分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／1,800円　高・大学生／1,500円 
　中学生以下／1,000円　60歳以上／1,000円

問リナシティかのや　☎35-1001

特
別
割
引
券

バケモノの子
割引券をお持ちの人に30

0円

（60
歳以上を除く、中

学生以下は20
0円

）

を割引します。

映 画 情 報

※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。
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▪	鹿屋市ホームページ
	 http://www.e-kanoya.net/
▪	鹿屋市公式 facebook
	 https://www.facebook.com/
	 Kanoya.City
▪	鹿屋市ラジオ広報番組
	 ＦＭかのや（77.2MHz）
	 （月～金曜日、8：05～と16：05～）

鹿屋市広報

平成27年９月１日現在（前月比）
統計情報

今月のカバー

◦人口／	 103,701人	（＋94）
◦男性／	 49,205人	（＋72）
◦女性／	 54,496人	（＋22）
◦世帯／	 45,744世帯	（＋103）
◦面積／	 448.33㎢ 

アンダルシアン
市の花　ばら

鮮やかな朱色の中輪の花が特徴で、遅咲
きで香りは微香。日なたを好むので、庭
植えに向いている品種です。

「栗」
秋を代表する味覚の栗。栗ご飯や茹で
て食べたりなど色々な食べ方が楽しめ
ます。栗以外にも沢山のものが実る収
穫の秋。自然の恵みに感謝して、味わっ
て頂きたいものですね。
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と
か
ら
、
花
岡
落
花
生
と
し
て
栽
培

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
内
全
域
に
栽
培
が
広
が
っ

て
い
っ
た
の
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
は
花
岡
地
区
を
中

心
に
40 

ha
の
栽
培
面
積
が
あ
り
、
県

内
一
と
な
る
年
間
80
ト
ン
の
生
産
量

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

落
花
生
は
、花
が
受
粉
し
て
落
ち
、

地
中
で
実
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
屋

で
最
初
に
落
花
生
を
栽
培
し
た
人
が

地
中
に
実
が
な
る
と
い
う
こ
と
を
知

ら
ず
、
花
が
咲
い
た
の
に
実
が
な
ら

な
か
っ
た
と
思
っ
て
引
き
抜
い
た
と

こ
ろ
、
沢
山
の
実
が
つ
い
て
い
た
と

い
う
笑
い
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

落
花
生
の
利
用
方
法
と
し
て
鹿
屋

で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
は
、
塩
茹
で
や

落
花
生
豆
腐
、
五
目
煮
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
落
花
生
豆
腐
は
お
店
で
手
軽

に
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
各
家

庭
の
手
作
り
の
も
の
に
も
違
っ
た
良

さ
が
あ
り
味
わ
い
深
い
で
す
ね
。

　

落
花
生
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
低
減
効
果
が
あ
る
リ
ノ
ー
ル
酸
や

オ
レ
イ
ン
酸
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑

え
る
働
き
が
あ
る
食
物
繊
維
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
動
脈
硬
化

や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
二
日
酔
い
の
原
因
と
な
る
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
分
解
を
助
け
る
ナ

イ
ア
シ
ン
も
多
く
含
ん
で
お
り
、
お

酒
の
お
供
に
ぴ
っ
た
り
で
す
が
、
カ

ロ
リ
ー
が
高
い
の
で
食
べ
す
ぎ
に
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

食
欲
の
秋
。
美
味
し
く
て
身
体
に

も
良
い
鹿
屋
の
落
花
生
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

竹
之
下 

典の
り

明あ
き 

さ
ん

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合

落
花
生
（
だ
っ
き
し
ょ
）

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

　
「
だ
っ
き
し
ょ
」
の
通
称
で
呼
ば

れ
、
鹿
屋
で
は
昔
か
ら
身
近
な
食
材

で
あ
る
落
花
生
。
今
回
は
鹿
児
島
き

も
つ
き
農
業
協
同
組
合
の
竹
之
下
典

明
さ
ん
に
落
花
生
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
落
花
生
は
南
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、

江
戸
時
代
に
日
本
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
明
治
20
年
ご
ろ
垂
水
か

ら
花
岡
村（
現
花
岡
町
）
に
伝
わ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
岡
は
落

花
生
の
栽
培
に
適
し
た
砂
質
土
壌

で
、
き
れ
い
な
豆
が
生
産
で
き
た
こ

大人の

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

▲花岡町の落花生生産農家 宮迫さん夫婦
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鹿
屋
な
ら
で
は
の 

国
民
文
化
祭
の
魅
力

　

鹿
屋
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
ジ

ャ
ン
ル
と
出
演
者
の
幅
の
広
さ
が
魅

力
で
、
鹿
児
島
市
に
次
ぎ
２
番
目
に

多
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん

や
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
で
世
界
的
に
有
名
な

Ｋカ

ガ

ヤ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
さ
ん
、
プ
ロ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
高こ
う
り
ん鈴
さ
ん
、
県
出
身
の

声
優
で
あ
る
赤
崎
千
夏
さ
ん
な
ど
の

著
名
人
が
来
場
す
る
豪
華
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
や
大
人

が
出
演
す
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
串
良
出
身
の
高
校
生
が

出
演
す
る
大
衆
演
劇
、
地
域
の
伝
統

芸
能
披
露
、
多
く
の
市
民
と
一
緒
に

市
長
や
教
育
長
が
出
演
す
る
創
作
劇

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鹿
屋
の

食
文
化
を
発
信
す
る
特
産
品
販
売
や

高
校
生
に
よ
る
物
産
販
売
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。

　

鹿
屋
の
国
民
文
化
祭
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
好
み
に
合

っ
た
多
様
な
文
化
ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
参
加
し
や
す
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

　

国
民
文
化
祭
は
鹿
児
島
県
、
そ
し

て
鹿
屋
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

鹿
屋
の
人
に
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り

が
で
き
て
、文
化
だ
け
は
な
い
、様
々

な
こ
と
が
始
ま
る
予
感
が
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
鹿
屋
の
国
民
文
化
祭
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ

た
い
で
す
。

　

当
日
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
て
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
見

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

g
ガ ヴ ァ メ ン ト

overnment w
ワ ー カ ー

orker
　平成26年11月に結成した、優

ゆ う か

花

（左）と彩
あや

（右）、女性2人のご当地

アイドルユニット。「国民文化祭か

ごしま・2015」の鹿屋市イベントに

ついて事務全般とPR 活動を行っ

ており、鹿屋市教育委員会の臨時

職員であることから、公務員系ア

イドルと名乗っている。

いよいよ始まる
国民文化祭

第30回 国民文化祭・かごしま2015

　国民文化祭は、毎年、全国の都道府県が持ち回りで開催しているもので、鹿児島県では初開催です。
　県全体では100を越える事業が、県や各市町村で行われ、鹿屋市では９事業が開催されます。

　今回は、鹿屋の国民文化祭のＰＲ活動のために結成された、
公務員系アイドルgovernment workerに見どころを聞いてみました。

問市生涯学習課（６階）　☎31ｰ1138

Kanoya City Public Relations  4



優花の
おすすめ

彩の
おすすめ

「KAGAYA」デジタルアートフェスティバル

government worker
イチオシのイベント

国民文化祭鹿屋市で行われる９つの事業。
その中でも特におススメのイベントを government worker に聞いてみました。

ぜったい行くぶ～

①銀河鉄道の夜、②アースシンフォニー、
③スターリーテイルズ、④宇宙一直線、⑤富士の星暦
の５作品を10月31日（土）～ 11月15日（日）の期間に
リナシティかのや１階で上映。
　無料整理券を毎日8：45 ～、12：00 ～、15：15 ～、
18：30 ～の１日４回配布します。１回に受け取れる
整理券は１人１作品までです。

※�団体予約等で整理券の配布が無い回もあります。

「原田泰
たい

治
じ

」絵画展
　鹿児島ではなかなか見ることができない
原田泰治の絵画60点を10月31日（土）～ 11
月15日（日）の期間にリナシティかのや２
階ギャラリーで展示。
　小・中学生が参加するふるさと絵画コン
クールや大隅美術協会の作品展示も同時開
催。

※入場料無料　

©KAGAYA

　長野県出身の画家「原田泰治」さんの作品には、故郷の美しい四季の風景がたくさん登場します。

　地方で暮らす人々の日々の暮らしや、そこに住む人の息使いが聞こえてきそうな温かい作品を

ぜひご覧ください。

　世界的に評価の高い「KAGAYA」さんが作り出すプラネタ

リウム番組の映像を、5作品（１作品30分）上映します。プ

ラネタリウムのドーム型スクリーンに映し出される美しい

色彩、壮大な音楽、圧倒的な映像に感動間違いなし！

　大隅半島は、イプシロンロケットが打ち上げられるな

ど、宇宙に縁が深い地域です。日本で宇宙に一番近い鹿

児島で、KAGAYAさんの作品に触れてみませんか。

◦アイドル進化論。
　10月31日（土）
◦わがまちの文化祭
　10月31日（土）・11月3日（火・祝）
　11月8日（日）・11月15日（日）
◦「原田泰治」絵画展
　10月31日（土）～11月15日（日）

◦おじゃったもんせ鹿屋
　10月31日（土）～11月15日（日）

◦フラワーフェスティバル
　10月31日（土）～11月15日（日）

◦デジタルアートフェスティバル
　10月31日（土）～11月15日（日）

◦文化の森フェスタ
　11月1日（日）

◦音楽のチカラ
　11月3日（火・祝）

◦市民ミュージカルの祭典
　11月6日（金）～11月8日（日）

鹿屋市の
９つの事

業
※�各イベントの詳細は、10

月13日発送のパンフレッ

トに掲載しています。

※�期間中、会場周辺は混雑が予想されますので、公共交通機関を利用するか乗り合わせでお越しください。なお、駐車場の情報については10月20日（火）に市ホームページに掲載予定です。
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犬・猫の殺処分数

　犬・猫の殺処分数は、10年前と比較すると、県で６割、鹿屋保健所管内で８割
近く減少している。
　しかし、減少したとはいえ鹿屋保健所管内においては、今でも１年間に約200
匹が殺処分されている状況であり、決して少ない数字とは言えない。
　飼い主の意識も徐々に変化してきているが、まだまだ、たくさんの犬・猫が
殺処分されている。

殺
処
分
の
現
状

　

本
市
に
お
い
て
も
犬
・
猫
を
は
じ

め
、
多
種
多
様
な
ペ
ッ
ト
が
飼
わ
れ

て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。動
物
は
、

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中

で
、
単
な
る
愛
玩
の
対
象
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
飼
い
主
の
心
に
潤
い
や

癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
家
族
の
一
員

と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
、
大
切
に
飼

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
心
な
い

飼
い
主
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
遺
棄
や
虐

待
、
ま
た
、
適
正
な
飼
育
を
行
わ
な

い
こ
と
に
よ
る
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
多
く
の
問
題
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
人
と
動
物
が

快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
動
物
愛
護
の
あ
り
方
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

命
を
預
か
る
責
任

　

動
物
愛
護
の
取
り
組
み
に
は
、
厳

し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年

度
の
県
の
統
計
に
よ
る
と
、
鹿
屋
保

健
所
で
は
、
１
４
９
匹
の
犬
が
保
護

さ
れ
、
飼
い
主
か
ら
32
匹
が
引
き
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
返
還
さ

れ
た
犬
が
48
匹
、
譲
渡
が
63
匹
、
殺

処
分
は
75
匹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
か
ら
保
健
所
に
収
容
さ
れ
、

姶
良
動
物
管
理
所
で
殺
処
分
さ
れ
る

犬
・
猫
の
ほ
と
ん
ど
は
屋
外
で
保
護

さ
れ
た
犬
・
猫
で
す
。

　

し
か
し
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ

て
い
た
犬
・
猫
が
、
し
つ
け
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
持
ち
込
ま

れ
た
り
、
家
庭
で
産
ま
れ
た
子
犬
や

子
猫
が
持
ち
込
ま
れ
た
り
す
る
〝
飼

育
放
棄
”
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

あの日の気持ちを
忘れない

動物愛護特 集

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
17年

830

5,610
5,373

4,930 5,082

4,107

3,560
3,492

3,146

2,625

2,129
838 739 787

469 341 355 237 300 191

18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

鹿児島県 鹿屋保健所

（平成）

（匹）

動物の飼育は 愛情と責任を持って
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狂犬病予防注射実施率

動物管理所
　県内に３か所ある動物管理
所の一つである姶良動物管理
所では、原則週１回、殺処分
が行われている。
　一定期間収容され、飼い主
が見つからず、譲渡もできな
いと判断された犬は、最終的
に専用の部屋に移され、二酸
化炭素を約８分間流入して殺

処分される。その後、麻酔剤で殺処分された猫とともに、
隣接する焼却炉で焼却処分される。
　動物たちの魂を少しでも慰めようと、敷地内には犬魂
碑が建てられている。

元の飼い主

迷い犬
飼えなくなった犬や猫

鹿屋保健所姶良動物管理所動物愛護センター

譲渡の可能性を判断

新たな飼い主への譲渡

殺処分
元の飼い主への返還

　

超
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も

に
、
飼
い
主
が
亡
く
な
っ
た
り
、
高

齢
で
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
と
い
う
理
由
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
人
の
都
合
で
多
く
の
動

物
が
処
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
現

実
な
の
で
す
。

決
し
て
安
易
な
気
持
ち
で

飼
わ
な
い
で

　
「
保
健
所
に
引
き
取
り
の
依
頼
を

す
る
前
に
、
ま
ず
、
新
た
な
飼
い
主

を
探
す
努
力
を
自
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。」
そ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

鹿
屋
保
健
所
の
技
術
専
門
員
で
あ
る

小こ

出い
で

さ
ん
。「
平
成
25
年
９
月
に
改

市内の狂犬病の予防接種率は62.6%と県全体
の74％と比較して低い水準です。

正
さ
れ
た
動
物
愛
護
法
で
は
、
動
物

の
命
を
終
え
る
ま
で
適
正
に
飼
育
す

る
『
終
生
飼
養
』
が
明
記
さ
れ
、
繰

り
返
し
の
引
き
取
り
や
、
ペ
ッ
ト
の

老
齢
や
病
気
を
理
由
と
し
た
終
生
飼

養
に
反
す
る
引
き
取
り
を
拒
否
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
の
命
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
、

動
物
の
命
も
大
切
で
あ
り
、
そ
の
尊

厳
を
守
る
こ
と
は
動
物
愛
護
の
基
本

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
そ
の
理
念
の
も
と
で

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
し
、

こ
れ
か
ら
も
人
と
動
物
が
共
存
で
き

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

あ
な
た
の
大
切
な
愛
犬
や

家
族
の
た
め
に
予
防
接
種
を

致
死
率
１
０
０
％
の
狂
犬
病
！

　

国
内
で
は
１
９
５
７
年
以
降
発
生

が
な
い
狂
犬
病
で
す
が
、台
湾
で
は
、

２
０
１
３
年
７
月
に
52
年
ぶ
り
の
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、
人
に
感
染
し
発
病
す

る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
死
亡
し
、
世
界

で
は
毎
年
５
万
人
を
超
え
る
死
亡
者

が
出
て
い
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
内
で
は
狂
犬

病
予
防
法
を
定
め
、
生
後
91
日
以
上

の
飼
い
犬
に
対
し
て
、
生
涯
一
度
の

登
録
と
年
に
１
回
の
予
防
接
種
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
本
市
に
お
け
る
予
防
接
種
の

実
施
率
は
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
か
ら
、
尊
い
人
の
命
を
守

る
た
め
に
も
、
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ

ん
は
年
１
回
の
予
防
接
種
を
お
願
い

し
ま
す
。

　「インターネットで譲渡会があることを知
り、最初からペットショップで買うのではなく、
譲渡会で引き取る犬を探していました」と話す
砂田洋介さん（34）は、今年５月、知人の獣医
師から「近所に親子の迷い犬がいて、母親が
亡くなった。子犬の里親になってくれる人を
探している」との話を聞いて、家族で話し合い、
里親になることを決められたそうです。
　今回、砂田家で犬を飼うことに最も積極的
であった長女の知

ち

晴
はる

さん（笠野原小２年）は、
「大切な家族です。ペコは、死ぬまで面倒見ま
す」とキッパリ、嬉しそうに話してくれました。

愛犬ペコちゃんと遊ぶ
砂田さんファミリー（笠之原町）

“
最
期
の
と
き
”ま
で
、大
切
な
家
族
！

50

55

60

65

70

75

80

22年 23年 24年 25年 26年

66.4
63.0

61.0
64.2 62.6

74.074.574.875.376.6

（平成）

（％）

保 護 さ れ て か ら の 流 れ

姶良動物管理所のおりの
中で、行き先が決まるの
を待つ犬たち

鹿児島県 鹿屋市
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8
9

10

ぼ
く
た
ち
を

飼
う
人
は

こ
れ
だ
け
は

守
っ
て

欲
し
い
ワ
ン
!!

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

地域社会への配慮は
大丈夫ですか？

家族に動物アレルギーの
人はいませんか？

介護する心構えは
ありますか？

　

獣
医
師
で
あ
る
郷
原
淳
子
さ
ん
は

日
本
で
は
狂
犬
病
自
体
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
と
話
し
ま
す
。「
噛
ま
れ

た
ら
病
院
に
行
く
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
狂
犬
病
は
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
あ
り
、
発
症
し
て
し

ま
う
と
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
防
疫

に
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
効
果
的
で

す
が
、
接
種
率
が
低
い
と
効
果
は
低

く
な
り
ま
す
。
地
域
全
体
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、
そ
の

こ
と
を
飼
い
主
に
認
識
し
て
欲
し
い

で
す
。
ま
た
、『
室
内
犬
に
予
防
接

種
は
必
要
？
』
と
い
う
質
問
を
よ
く

受
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
地
域
の
防

疫
を
行
う
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
義

務
で
す
』
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
当

然
、
室
内
で
も
室
外
で
も
狂
犬
病
に

か
か
る
リ
ス
ク
は
あ
る
ん
で
す
。」

「犬・猫を育てることは子育てと一緒。
答えは無いんです。」と郷原獣医師

獣
医
師
に
ま
ず
相
談

　

犬
・
猫
を
飼
う
時
の
選
び
方
は
、

「
犬
・
猫
は
15
年
位
生
き
る
た
め
、

今
の
自
分
の
年
齢
や
家
族
構
成
を
考

慮
し
て
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
１
人
暮
ら
し
の
女
性
が
大
型

犬
を
飼
っ
た
場
合
、
老
犬
に
な
っ
た

ら
ど
う
介
護
す
る
の
か
、
ま
た
、
お

年
寄
り
に
番
犬
と
し
て
安
易
に
飼
わ

せ
て
、
も
し
世
話
が
出
来
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
飼
う
前
に
十

分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
怠
る
と
、
最
終
的
に
人
も
犬

も
不
幸
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

理
想
は
、
犬
を
飼
う
前
に
動
物
病

院
の
先
生
に
『
私
に
は
、
ど
ん
な
犬

が
良
い
で
す
か
』
と
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
、
良
い
選
択
肢
が
見

郷原動物病院（郷之原町）

獣医師　郷原 淳
あつ

子
こ

さん（42）

つ
か
る
と
思
い
ま
す
。」

犬
・
猫
を
飼
っ
て
欲
し
い

　
「
幼
稚
園
か
ら
小
学
生
位
ま
で
の

子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
で
き
れ
ば

犬
・
猫
を
飼
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

特
に
犬
は
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
子
ど
も
の
精
神
状
態
が
安
定

す
る
し
、
き
ち
ん
と
子
ど
も
か
ら
世

話
を
受
け
た
犬
と
子
ど
も
の
間
に
は

特
別
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

私
も
独
特
の
良
い
雰
囲
気
は
、
す
ぐ

に
分
か
り
ま
す
よ
。」

で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

　
「
義
務
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
を
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
金
銭
面
は
家

庭
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
他
の
病
気

の
予
防
は
各
自
で
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
自
分
た
ち
に
や
れ
る
事
は

何
な
の
か
、
き
ち
っ
と
認
識
し
て
か

ら
飼
い
は
じ
め
、
大
切
に
思
っ
て
飼

う
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。」

狂
犬
病
は
地
域
全
体
で
防
ぐ
認
識
を
！

鑑札や迷子札などの着用
　ペットがいなくなったら、見つ
けることは困難です。鑑札や迷子
札の着用や、首輪に連絡先を記載
するなど万が一の対策も考えてお
きましょう。

犬の鳴き声
　犬が鳴くのには理由があります。
　夜中の鳴き声は、周辺に迷惑を
かけます。犬の状況を観察して、
犬がなぜ鳴くのかを考えましょう。
人や車などの外的ストレスに対し
て吠

ほ
えている場合は、見えないよ

うにする工夫もしてみましょう。

リードでつないで！
　しつけられた犬や、小さな犬
でも、怖い人は怖いのです。他
の人は、その犬のことを知りま
せん。散歩する時は必ずリード
でつなぎ、伸縮リードは短めに
固定しましょう。

うんちを放置しないで！
　散歩中の排泄物の放置は、
苦情の原因。
　うんちは持ち帰り、おしっ
こはペットボトルの水で流す
など、周辺への配慮を忘れな
いようにしましょう。

飼い犬や飼
い猫が

迷子になっ
たら

　まずは、
鹿屋保健所

（☎52-

2113）ま
で連絡して

くださ

い。その後
、市生活環

境課、

鹿屋警察署
まで確認の

連絡を

してくださ
い。

　迷子にさ
せないため

に、鑑

札や名札を
つけましょ

う。
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県動物愛護センター
技術主査（獣医師）

横山 竜
たつ

也
や

さん（39）

鹿児島県動物愛護センター
霧島市隼人町小田1493-1
☎0995-44-6301
開館時間/9:00～17:00
休館日/火曜日、祝日、年末年始
入館料/無料

ルー
ルや
マナ
ーは

大切
だニ
ャン
!!

　

県
で
は
、
殺
処
分
さ
れ
る
動
物
を

減
ら
し
、
人
と
動
物
が
共
に
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成
25
年

10
月
、
霧
島
市
に
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

獣
医
師
の
横
山
竜
也
さ
ん
は「
こ
の

施
設
で
は
、
飼
い
主
の
無
責
任
な
飼

育
に
よ
り
不
幸
に
な
る
動
物
を
減
ら

す
た
め
、
愛
護
教
室
や
し
つ
け
方
教

室
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
や
動
物

の
正
し
い
飼
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
保
健

所
で
引
き
取
っ
た
犬
や
猫
が
１
匹
で

も
多
く
新
し
い
飼
い
主
に
出
会
え
る

よ
う
、
原
則
、
毎
週
日
曜
日
に
譲
渡

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

施
設
に
は
獣
医
師
や
動
物
愛
護
専
門

員
が
い
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
個
別
の
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。」

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
を
！

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

里
親
の
皆
さ
ん
に
感
謝

　

原
則
、
毎
週
日
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
る
譲
渡
会
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
愛
護
団
体
の
方
の
協
力
も
あ
っ

て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
毎
月
約
20

匹
が
譲
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
県

内
の
保
健
所
で
保
護
・
引
き
取
ら
れ

た
犬
・
猫
の
一
部
で
す
。

　

ま
た
、
保
健
所
に
預
け
る
と
殺
処

分
さ
れ
る
と
思
っ
た
方
が
、
こ
こ
で

譲
渡
し
て
欲
し
い
と
相
談
さ
れ
ま
す

が
、
こ
こ
は
引
き
取
る
施
設
で
は
無

い
た
め
す
べ
て
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

　

譲
渡
会
で
は
、
い
つ
も
里
親
が
見

つ
か
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

犬
・
猫
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
譲
渡

先
が
決
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
そ
ん
な
子
た
ち
も
里
親
の
皆
さ

ん
は
大
切
に
引
き
取
っ
て
く
れ
ま

す
。
い
つ
も
そ
の
姿
を
見
て
い
る

犬・猫の譲渡会

原則、毎週日曜日
譲渡を受けるために必要なこと
◦譲渡前講習会を受ける
◦手数料2,100円（１匹につき）

と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。

　

で
も
、
こ
こ
は
譲
渡
会
を
行
う
た

め
に
作
ら
れ
た
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
匹
で
も
保
健
所
に
預
け
ら
れ

る
数
を
減
す
た
め
、
命
の
大
切
さ
を

多
く
の
人
に
伝
え
、
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
施
設
で
す
。
５
年
、
10
年
先

に
、
こ
こ
を
訪
れ
て
も
、
動
物
が
い

な
い
状
況
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
の
仕
事
な
ん
で
す
。」

住宅はペットを飼
える状況ですか？

経済的な負担は大丈夫ですか？

飼えなくなった場合、受
け皿を考えてますか？

引っ越しや転勤になって
もちゃんと飼えますか？

毎日世話をする体力や時
間を考えていますか？

家族の同意を得て
いますか？

その命が寿命を全うするまで、
飼う覚悟ができていますか？

１

32

1
里
親
募
集
の
掲
示
板　

2
見
た
目
も
譲
渡

会
で
は
重
要
な
要
素　

3
館
内
に
は
犬
や
猫

と
触
れ
合
え
る
ス
ペ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
い
る

（
11
時
頃
か
ら
15
時
頃
ま
で
開
放
）

無責任な餌やりはやめて
　餌をあげないとかわいそうという理由や、かわ
いいからという安易な気持ちで餌やりをしない
で。猫は年に数回出産する繁殖力の高い哺

ほ

乳
にゅう

類で
す。餌を与えると猫が増え、周辺に迷惑をかけま
す。餌をあげたいときは、避妊や去勢を行い、自
身の責任が届く範囲で飼育してください。

猫は室内飼いを
　猫を外で飼えば、近隣への迷惑になることもあります。また、
交通事故にあったり、感染症など猫自身への危険もいっぱいです。

動物の飼育は 愛情と責任を持って
問市生活環境課（５階）　☎31 ｰ 1115

ペット
を

飼うた
めの

１０箇
条

飼っている人も、
これから飼おうと
考えている人も、

考えて欲しい10のこと
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街
みんなのイマをパシャ!!

　
９
月
12
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

の
竣
工
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

幅
67
ｍ
、
奥
行
き
53
ｍ
、
高

さ
15
ｍ
の
国
内
最
大
級
の
測
定

ア
リ
ー
ナ
に
は
、
世
界
で
唯
一
の

50
ｍ
走
路
の
測
定
機
器
や
陸
上
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
テ
ニ
ス
な
ど
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
体
の
動
き
を
測

定
・
分
析
で
き
る
最
先
端
の
研
究

設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
福
永
哲
夫
学
長
ら
に
よ
る

挨
拶
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
測
定
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
五
輪
選
手
の
為た
め

末す
え

大だ
い

さ
ん
に
よ
る
50
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ

や
サ
ッ
カ
ー
の
４
対
４
の
試
合
形

式
、
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
バ
ッ

タ
ー
の
同
時
測
定
が
実
施
さ
れ
、

最
後
に
為
末
大
さ
ん
と
柴
田
亜
衣

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
こ
の
施
設
を
活
用
し

て
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
が
輩
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

世
界
最
先
端
の
研
究
施
設
が

鹿
屋
体
育
大
学
に
完
成
！

式　典

　
９
月
23
日
、
野
里
町
の
小こ
が
ら
す烏
神
社
境
内
で
、
野
里
消

防
大
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
地
元
の
消
防
団
で
あ
る
野
里
分
団
が
、
五
穀

豊
穣
や
地
域
の
安
全
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て
、

昭
和
24
年
か
ら
続
け
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
63
回
目

の
伝
統
行
事
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
男
子
ま
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
そ
の
も
の
。
勝
ち
抜
き
戦
で
は
、
観
客

の
声
援
が
熱
戦
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の
相
撲
で
五
穀
豊
穣
を
祈
願

　
９
月
20
日
、大
隅
湖
で「
第
69
回
県
民
体
育
大
会
ボ
ー

ト
競
技
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
高
校
生
や
大
学
生
、

社
会
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
県
民
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
健

康
増
進
と
体
力
の
向
上
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
選
手
ら
は
秋
風
を
感
じ
る
大
隅
湖
を
力
漕
し
、
全
8

種
目
中
５
種
目
で
市
内
の
選
手
、
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

秋
風
を
感
じ
な
が
ら
力
漕

　

9
月
20
日
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
11
回「
鹿

屋
杯
」全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
剣
道
教
育
へ
の
理
解
と
全
国
の
指
導

者
、
選
手
の
練
成
・
研
修
を
目
的
と
し
て
鹿
屋
体
育
大

学
剣
道
部
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
全
国
各
地
の
高

校
か
ら
男
子
59
チ
ー
ム
、
女
子
40
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

剣
道
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る

スポーツ
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９
月
17
日
、星
塚
敬
愛
園
で「
敬

老
祝
賀
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
招
待
者
を
含
め

１
８
７
人
が
出
席
。
80
歳
以
上
の

高
齢
者
と
市
の
男
性
最
高
齢
で
あ

る
佐
藤
金
藏
さ
ん（
１
０
３
歳
）に

記
念
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
星
塚
保
育
園
の
園
児
に

よ
る
歌
の
披
露
や
高
齢
者
会
な
ど

に
よ
る
演
芸
が
披
露
さ
れ
、
入
所

者
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
今

後
ま
す
ま
す
の
健
康
を
願
い
ま
し

た
。

長
寿
を
祝
い
健
康
を
願
う

　
９
月
５
日
、
串
良
公
民
館
別
館

大
ホ
ー
ル
で「
永
和
す
も
う
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
域
住
民
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
と
と
も
に
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　
公
民
館
別
館
内
に
作
ら
れ
た
土

俵
で
は
、
小
中
学
生
、
親
子
、
夫

婦
に
よ
る
各
取
り
組
み
の
相
撲
が

行
わ
れ
、
手
に
汗
握
る
熱
戦
に
、

観
客
は
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

相
撲
で
地
域
交
流

　
９
月
13
日
、
串
良
平
和
公
園
陸

上
競
技
場
で「
第
49
回
串
良
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
親
子
Ａ
、
親
子
Ｂ
、

チ
ビ
ッ
子
、
一
般
高
校
生
、
壮
年

の
５
部
門
で
行
わ
れ
、
33
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。優
勝
は
次
の
と
お
り
。

親
子
Ａ
ク
ラ
ス
＝
十
三
塚
、
親
子

Ｂ
ク
ラ
ス
＝
永
和
Ａ
、
チ
ビ
ッ
子

＝
大
塚
原
、
一
般
高
校
生
＝
上
小

原
一
般
、
壮
年
＝
若
葉

屋
外
で
伝
統
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

9
月
3
日
・
4
日
の
2
日
間
、

吾
平
振
興
会
館
な
ど
4
会
場
で

「
美
里
あ
い
ら
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
吾
平
町
内
各
班
の
親

睦
を
深
め
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
Ａ
級
、
Ｂ
級
に
分

か
れ
て
24
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
各

会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
優
勝
は
次
の
と
お
り
。

Ａ
級
＝
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

Ｂ
級
＝
希
望
ヶ
丘
Ｂ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
親
睦
を
深
め
る

　
９
月
24
日
、
串
良
鉄
道
記
念
公

園
前
で
、
串
良
地
域
の
６
保
育
園

の
保
護
者
で
構
成
す
る「
串
良
町

交
通
安
全
母
の
会
」
が「
命
を
守

る
旗
リ
レ
ー
」
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
県
内
各
市
町
村
の

交
通
安
全
母
の
会
が
リ
レ
ー
形
式

で
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
交
通
安

全
活
動
を
行
う
も
の
。

　
参
加
者
ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
交

通
安
全
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
の
啓
発

品
を
配
布
し
ま
し
た
。

地
域
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

　
９
月
18
日
、
市
役
所
駐
車
場

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
市
や
警
察
署
、
交
通
安
全
協

会
な
ど
の
関
係
機
関
が
集
ま
り
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
。
こ
の
日
は
、

「
交
通
安
全
都
市
宣
言
」や
嘱
託
警

察
犬
の
模
範
演
技
、
日
の
出
幼
稚

園
児
に
よ
る「
安
全
運
転
の
お
願

い
」、
チ
ラ
シ
配
布
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
た

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

地　域
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９
月
27
日
、
北
田
商
店
街
で「
食

と
暮
ら
し
の
マ
ル
ク
ト
＠ア

ッ
トお
お
す

み
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
大
隅
の
こ
だ
わ
り
食
材

や
雑
貨
等
の
作
り
手
が
一
堂
に
集

ま
っ
て
毎
月
開
く
定
期
市
の
第
１

回
目
で
、
マ
ル
ク
ト
と
は
ド
イ
ツ

語
で「
市
場
」
を
意
味
し
ま
す
。
会

場
は
珍
し
い
飲
食
物
や
ユ
ニ
ー
ク

な
雑
貨
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今

後
、
大
隅
の
豊
か
な
食
と
暮
ら
し

を
発
信
す
る
新
た
な
場
と
し
て
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
大
隅
の
食
と
暮
ら
し
を
発
信
！

　
９
月
５
日
、
笠
之
原
公
園
で「
笠

之
原
十
五
夜
大
綱
引
大
祭
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
綱
引
は
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る
伝
統
行
事
と
し
て
、
約

２
６
０
年
前
か
ら
笠
之
原
に
伝

わ
っ
て
い
る
も
の
。　

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
参
加
し
、
長
さ
約
80
ｍ
、
直
径

約
40
㎝
、
重
量
約
1.5
ト
ン
も
あ
る

巨
大
な
手
編
み
の
大
綱
を
ホ
ラ
貝

に
よ
る
開
始
の
合
図
と
と
も
に
、

力
い
っ
ぱ
い
引
き
合
い
な
が
ら
豊

作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

巨
大
な
大
綱
を
引
き
合
う

　
９
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、「
大
隅
半
島
秋
の
山
登

り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の
福
岡
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
16
人
が
、

市
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
昨
年
12
月
に
鹿
屋
ま
で
開
通
し
た
東

九
州
自
動
車
道
を
活
用
し
て
、
大
隅
半
島
の
豊
か
な
自

然
と
食
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。

　

参
加
者
ら
は
高
隈
山
や
う
わ
ば
公
園
の
雄
大
な
景

色
、
鹿
屋
の
豊
富
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
な
ど
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

大
隅
の
自
然
・
食
を
満
喫

　
９
月
28
日
、
霧
島
市
で
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
か
ら
20
頭
が
出
場
し
、
全
８
部
門
の

う
ち
第
1
・
３・４
部
で
鹿
屋
農
業
高
校
、
第
５
部
で
横よ
こ
川が
わ

将ま
さ

司し

氏
、
第
６
部
で
木き

原は
ら

貴た
か

久ひ
さ

氏
、
第
８
部
で
柿か
き

元も
と

博ひ
ろ

志し

氏
の
出
品
牛
が
一
席
を
獲
得
。
ま
た
未
経
産
の
部
で
鹿

屋
農
業
高
校
、
経
産
の
部
で
木
原
貴
久
氏
の
出
品
牛
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
団
体
５
連
覇
に
貢
献
し
ま

し
た
。
各
部
一
席
は
10
月
23
日
～
26
日
に
北
海
道
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

６
部
門
で
一
席
を
獲
得

イベント

　
９
月
22
日
、
か
の
や
ば
ら
園
で
、「
夜
空
の
映
画
館
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
夜
空
の
も
と
、
ば
ら
園
内
に
設
置
し
た
特
設

シ
ア
タ
ー
で
映
画
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
初
め
て
企

画
さ
れ
た
も
の
。

　

上
映
さ
れ
た
の
は
、
宮
崎
駿
脚
本
・
高
畑
勲
監
督
の

ア
ニ
メ
映
画『
パ
ン
ダ
コ
パ
ン
ダ
』を
含
む
人
気
作
２
本

と
あ
っ
て
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
、
観
客
は
一
味

違
う
雰
囲
気
の
映
画
館
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

夜
の
ば
ら
園
で
映
画
を
楽
し
む
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８
月
31
日
、
ア
ジ
ア
各
国
の
大

学
院
生
や
ト
ッ
プ
コ
ー
チ
な
ど
24

人
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
鹿
屋
体
育
大
学
で
行
わ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
国
際
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
た
め
、
ア
ジ

ア
各
国
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が

市
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
。
大
学
院
生
ら
は
市
の
特
産

品
や
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
表
敬

　
９
月
18
日
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
29
日
に
ア
フ
リ
カ
南
部

の
ザ
ン
ビ
ア
へ
派
遣
さ
れ
る
市
出

身
の
若
松
容
子
さ
ん（
左
か
ら
２

人
目
）
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
飢
餓
や
食
料

廃
棄
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た

若
松
さ
ん
は
、
今
後
２
年
間
、
ザ

ン
ビ
ア
で
栄
養
・
生
活
改
善
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
予
定
。

若
松
さ
ん
は
、
現
地
の
活
性
化
を

通
し
て
日
本
社
会
を
活
性
化
し
て

い
け
れ
ば
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

海
外
で
栄
養
・
生
活
改
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
９
月
６
日
、
鹿
屋
東
地
区
学
習

セ
ン
タ
ー
で
外
国
人
と
の
交
流
事

業「
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
普
段
外
国
人

と
交
流
が
な
い
5
歳
～
12
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
外
国
人
と

一
緒
に
昼
食
や
マ
グ
カ
ッ
プ
作
り

を
行
う
こ
と
で
交
流
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ぎ
こ
ち
な

い
な
が
ら
も
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

外
国
人
と
交
流
を
深
め
る

　
９
月
25
日
、
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
、「
国
民
文
化
祭『
ア
イ

ド
ル
進
化
論
。』市
役
所
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
10
月
31
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
国
民
文
化
祭
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
。

　
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
で
あ
る
公
務

員
系
ア
イ
ド
ル「
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
・

ワ
ー
カ
ー
」
に
よ
る
歌
や「
カ
ン

パ
チ
ダ
ン
ス
」な
ど
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
の
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　
９
月
10
日
、
市
医
師
会
館
で
、

「
第
27
回
鹿
屋
地
区
健
康
ハ
ー
ト

市
民
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
９
月
６
日
か
ら

12
日
ま
で
の「
救
急
医
療
週
間
」に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

脳
卒
中
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
年
、
死
因
の
上
位

を
占
め
る
脳
卒
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入

り
、
講
演
後
に
行
わ
れ
た
心
肺
蘇

生
法
の
実
技
指
導
も
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

脳
卒
中
に
つ
い
て
学
ぶ

　
９
月
４
日
、市
中
央
公
民
館
で
、

「
大
腸
が
ん
予
防
講
演
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、

近
年
、
日
本
人
に
増
え
つ
つ
あ
る

大
腸
が
ん
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な

知
識
や
予
防
策
な
ど
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

76
人
が
参
加
。

　
講
師
を
務
め
た
県
民
総
合
保
健

セ
ン
タ
ー
の
西
俣
寿ひ
さ
と人
さ
ん
は
、

「
が
ん
で
泣
く
よ
り
笑
っ
て
予
防
」

と
話
し
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
腸
が
ん
予
防
の
た
め
に

表　敬

講演会
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　市では、国民健康保険の被保険者の皆さんに
対し、「特定保健指導」を実施しています。
　今回は、県民健康プラザ健康増進センター（以
下、県プラ健康増進センター）の管理栄養士・健
康運動指導士の日高千織さんにメタボ脱出のた
めのワンポイントアドバイスをいただきました。

問市健康保険課（１階）　☎31ｰ1162
　問県民健康プラザ健康増進センター

　☎52ｰ0052

◎６か月後の行動目標を立てよう

　�「体重を３㎏減らして昔の服が着たい」な
ど具体的な目標

を立てる。

◎行動計画（減量プラン）を立てよう

　�「いつもより10分多めに歩く」など具体的
に計画を立てる。

◎食生活を改善するには？
　・３食バランスよく食べる。

　・野菜は１日350g以上摂り、野菜から先
に食べる。

　・食べ過ぎていないかカロリーチェックす
る。

◎どんな運動をすればいいの？

　・ウォーキングなどの有酸素運動をする。
　　　

　・ドローインなどお腹をへこます運動をす
る。

　・日常生活の身体活動量を増やす。

◎継続するためのコツは？
　・「体重記録表」を付けて変化が分かるよう

にする。

　※�「体重記録表」とは、日付、朝夕の体重測
定結果、目標の

達成度、歩数等を毎日記録するもの。

　・目標のハードルは低く設定し、数値化す
る。

　・専門家からのアドバイスや家族の励まし
！

県民健康プラザ
健康増進センター 
管理栄養士・健康運動指導士

日
ひ

高
だか

 千
ち

織
おり

さん

頑張ってますコーナー 　特定健診で「メタボ予備軍」と判定され、県プラ健康増進センターの「ダイ
エットマスター教室」に参加を勧められました。そして、その後…。

メタボリックシンドローム大作戦！脱

ドローインのやり方
①�背筋をまっすぐ伸ばし、お尻の
穴を締める。

②�肩を後ろに引くように意識する。

③�へそを中心にお腹全体を意識し
てへこませる。

④�お腹を最大限にへこませ、その姿
勢を維持したまま呼吸を続ける！

◎体験談を語る

米森 学さん
（65歳／輝北町上百引）

　糖尿病にならない
ように、県プラ健康
増進センターに半年
通いました。食事も

野菜から先に箸をつけ、腹八分にしま
した。
　「体重記録表」は現在も朝夕２回記録
し、夕食後のウォーキングも続けてい
ます。その結果、２年で７㎏の減量を
達成。メタボを脱出できました。
　専門家の指導・助言には素直に従い、家
族を巻き込んでの実践が成功の秘訣です。

◎平成25年度 特定健診結果
(平成25年８月)

◦腹囲	 87.0	cm
◦体重	 67.2	㎏
◦ＢＭＩ	 24.8
◦空腹時血糖	 117	㎎/dl
◦ヘモグロビンA1c	 7.30	％

◎メタボ改善のための 
　６か月後の行動目標

「�体重を７㎏減らし、以前着てい
た服をもう一度着られるように
なりたい」

①間食の量を半分くらいにする
②ウォーキングを週３回30分する
③�駐車場では車をなるべく遠くに

停める

◎平成27年度 特定健診結果
(平成27年８月)

◦腹囲	 78.0	cm
◦体重	 59.7	㎏
◦ＢＭＩ	 22.3
◦空腹時血糖	 88	㎎/dl
◦ヘモグロビンA1c	 6.1	％

H25.8 H26.8 H27.8
0%

2%

4%

6%

8%

ヘモグロビンA1c
(%)

58㎏

60㎏

62㎏

64㎏

66㎏

68㎏

体重
(kg)

ヘモグロビンA1c

体重

そのまま

生活習慣改善で内臓脂肪を減らそう
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主
に
教
育
施
設
や
生
涯
学
習
団
体
の
講

座
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
語
学
指
導
、

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
で
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
前
講
座
は
、
母
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
こ
と
を

紹
介
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
の

好
奇
心
を
強
く
感
じ
て
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の

一
つ
で
す
。

　

国
際
交
流
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
創
っ
た『
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
雑
貨
の
屋
台
や『
お
菓
子
の
家
づ

く
り
』
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
鹿
屋
の
皆
さ

ん
に
本
格
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
最
高
の
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
と
お
い
し
い
食
べ
物
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
鹿
屋
を「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
鹿
屋
の
皆
さ
ん

へ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

G
o raibh m

ile m
aith agat! (

※)

」

※
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
で�

 　
「
あ
り
が
と
う
」の
意
味
で
す
。

鹿屋は「第２のふるさと」

時
代
劇
の
影
響
で
、
高
校
生

の
時
に
日
本
語
の
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
に
交

換
留
学
生
と
し
て
、
広
島
修
道
大
学

で
１
年
間
、
日
本
語
や
日
本
文
化
・

国
際
経
済
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、映
画
・
食
べ
歩
き
・
演
歌
・

旅
行
・
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

鹿
屋
市
に
引
っ
越
し
て
来
て
２
か

月
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、
町
の
人
々

が
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
ま
た

食
べ
物
も
美
味
し
い
の
で
、
す
ぐ
に

新
し
い
生
活
に
慣
れ
、
鹿
屋
を
本
当

に
気
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
学
校
等
で
、
子
ど
も
た

ち
に
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
紹
介
で
き

る
こ
と
や
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、

海
外
に
鹿
屋
の
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」

新国際交流員
デトマソ・スティーブンさん

◀�「クリスマスお菓子の家づくり」では、
　サンタクロースにふんし、会場をわかせた。（平成25年12月）

▲国際交流協会のイベントでの
　子どもたちとの触れ合い

　鹿屋市は、国の制度であるJETプログラム（地方公共団体が外国
青年を招致する事業）のもと、外国語教育の充実を図るとともに、
地域レベルでの国際交流の進展を図ることを目的として、国際交
流員（CIR ）を招致しています。
　今回、アメリカ合衆国アリゾナ州から、デトマソ・スティーブン
さん（23歳）が、新しく７代目国際交流員として着任しました。

問市地域活力推進課（３階）　☎31-1147

▲�鹿屋体育大学の国際スポーツ・
アカデミー市民交流会で通訳

７代目 鹿屋市
国際交流員が着任 !

前国際交流員
デイヴィッド･ジョーンズさん

６代目の国際交流員の
デイヴィッド・ジョーンズさん

（25歳）が３年間の任期を終え、
アイルランドに帰国しました。

ありがとう
デイヴィッド！
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戸
別
受
信
機
と
は

　

戸
別
受
信
機
は
、
町
内
会
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
世
帯
に
無
償
で

貸
与
し
て
い
る
機
器
で
、
市
役
所
等

か
ら
放
送
す
る
緊
急
・
災
害
情
報
や

定
時
の
行
政
情
報
を
受
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
町
内
会
放
送
も
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

取
り
付
け
工
事
は
完
了
し
て
い
ま

す
が
、
未
設
置
の
世
帯
の
方
も
随
時

受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
設
置
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
安
全
安
心
課

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　平成25年度から整備を進めていた防災行政無線戸別受信機の取り付
け工事が完了し、市内全域に防災情報や行政情報をより早く、確実に
お知らせすることができるようになりました。
　これまでのオフトーク（輝北・吾平地区）や有線放送（鹿屋・串良地区）
と放送の曜日や時間、機器の取り扱いなどが変わりましたので、
お知らせします。

問市安全安心課（３階）　☎31-1124　
問市広報広聴課（３階）　☎31-1123　

防災行政無線戸別受信機を
活用した行政放送を
行っています 定 時 放 送

【市内全域放送】　火・木・土曜日【地域放送】　月・水・金曜日（鹿屋・輝北・吾平・串良で内容が異なります）
【放送時間】
あさ：６時50分～
よる：19時30分～

広報広聴課

鞍
くら

掛
かけ

 オペレーター

放
送
が
聞
こ
え
に
く
い

　

電
波
レ
ベ
ル
が
、
９
段
階
で
機
器

に
表
示
さ
れ
ま
す
。
室
内
の
設
置
し

て
い
る
場
所
で
も
変
わ
る
の
で
、
聞

こ
え
に
く
い
場
合
は
、
市
安
全
安
心

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
極
力
雑
音
を
抑
え
る
た
め

放
送
室
を
改
良
し
た
り
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
も
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
聞
き
取

り
や
い
音
程
に
す
る
な
ど
更
な
る
改

善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

行
政
放
送
が
う
る
さ
い
の
で
、

音
を
消
し
た
い

　

就
寝
中
や
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え

に
く
い
時
は
電
源
を
切
る
か
、
音
の

大
き
さ
を
９
段
階
で
設
定
で
き
る
の

で
、
調
節
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
源
を
切
っ
た
り
、
音
を
小

さ
く
し
た
ら
、
緊
急
時
に
放

送
が
聞
こ
え
な
い
の
で
は
？

　

コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
て
お
け
ば
、

電
源
を
切
っ
た
り
、
音
を
小
さ
く
し

て
い
て
も
、
緊
急
時
に
は
自
動
的
に

電
源
が
入
り
、
最
大
音
量
で
流
れ
ま

す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

放
送
を
繰
り
返
し
て
欲
し
い

　

原
則
、
全
域
放
送
は
10
分
以
内
、

地
域
放
送
は
３
分
以
内
で
放
送
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
切
な
部
分
は

放
送
内
容
を
繰
り
返
す
な
ど
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
工
夫
し
な
が
ら
放

送
を
行
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
録
音
機
能
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

原
稿
を
読
む
の
が
早
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
話
し
て
欲
し
い

　

聞
き
取
り
や
す
い
よ
う
に
、
ゆ
っ

く
り
と
話
す
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま

す
が
、
限
り
あ
る
時
間
の
中
で
の
放

送
で
す
の
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は
早

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　行政放送に寄
せられる、ご意見
や問い合わせの中
から、主なものを
ご紹介します。

安全安心課

永野 北
ほく

斗
と

 主事補

　市民の皆さんに、
少しでもお役に立
てる情報を正確に、
元気にお伝えして
いきますので、よろ
しくお願いします。
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戸別受信機のすべて！

電池で動作中に点灯、
電池切れ前に点滅

ＡＣアダプタで
動作中に点灯

留守録設定中に点灯

表示部
①�放送中は、電波の強さを「0-9」の10
段階で表示。
②�音量を変更中は、音量を「0-9」の10
段階で表示。
③点滅中は、留守録があります。
　�数字は、聞いていない留守録件数で
す。「1-9、Ｕ」　※「Ｕ」は10件以上

留守録再生ボタン
①�押すと、古い留守録から再生されます。
②�再生中に押すと、再生中の録音をスキッ
プします

留守録入 / 切ボタン
①�軽く押す毎に
　入 /切できます。
②�３秒以上押し続けると
　録音をすべて消去します。 電源スイッチ 音量スイッチ

＜正面＞

❶ 留守録をする
①留守録ボタンを押す
　→�留守録ランプが点灯し、留守

録件数が表示されます。

①留守録ボタンを押す
　→�留守録ランプが消灯し、留守

録件数が消えます。

留守録をやめる

＜背面＞

乾電池は、充電式の電池を必ず使用
してください。その他の電池を使用
すると発火や液漏れの危険性があり
ます。（初期は充電式の電池が入って
います。約４年が交換の目安です。）

※防災行政無線戸別受信機は、「防衛施設周辺民生安定施設整備事業（防衛省）」と「がんばる地域交付金（内閣府）」により整備されています。

充電式乾電池
（単３×４本）

❷ 新しい留守録を聞く
数字が点滅している時は、新し
い留守録があります。（写真は、
新しい留守録が３件あります。）

①再生ボタンを押す
　→�聞いていない留守録が、
古い順に再生されます。

留守録機能は
これで完璧！

　戸別受信機には留守録機能が付いています。
　不在、定時に聞きたくない、重要な部分を聞き漏らして再度聞きたい時など、
後で何回でも聞ける便利な機能ですので、上手に活用しましょう。

❹ 留守録を消去する
留守録ボタンを３秒以上長押しする。
　→全ての留守録が消去されます。　
　　留守録件数が０件になります。

※�新しい留守録（聞いていない留守録）
がある場合は、消去することはでき
ません。

❸ 古い留守録を聞く
数字が点灯している時は、一度聞い
た留守録があります。（写真は、一度
聞いた留守録が３件あります。）

①再生ボタンを押す
　→古い留守録から順番に再生されます。

②留守録の再生中に、再生ボタンを押す
　→�聞いている留守録をスキップして、
次の留守録を聞くことができます。
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柴さとみ

ガーデニング講座

MBCテレビ「ズバっと！鹿児島」や
「どーんと鹿児島」などに出演。また

ガーデニングプランナーとしても活
躍する柴さとみさんによるガーデニ
ング講座。

假屋崎省吾

トーク＆フラワー
デモンストレーション

TBSテレビ「中居正広の金曜日のスマた
ちへ」などテレビ等で活躍中の華道家  
假屋崎省吾さんによるトークショーと
生け花デモンストレーション。

Event

Exhibition
河合伸志・有島薫

トークショー＆
ガーデンツアー

NHK「趣味の園芸」に出演中のばら
育種家河合伸志さんと園芸研究家
有島薫さんによるトークショーと
ガーデンツアー。

◦シンボル花壇の設置（霧島ヶ丘公園）
◦花迷路（霧島ヶ丘公園特設会場）

◦�子どもスケッチ大会作品展示 
（霧島ヶ丘公園展望台）

期間内の土・日曜日･祝日 
（かのやばら園内）

◦寄せ植え体験
◦押し花体験
◦プリザーブドフラワー体験
◦ハンギングバスケット講座
◦�かのやばら園ガーデナーによるバラの栽培教室
※�かのやばら園内で行われる体験等は入園料が必要です。

各種体験・展示紹介

問かのやばら園　☎ 40-2170

※�他にも地元中学生が出場する吹奏楽フェスティバル（11月３日11時～）、
日本ハンギングバスケット協会九州ブロック大会（11月13日10時～）など
イベントを開催予定

薔薇王子
コンテスト

カノヤール王国 薔薇王

11/23 ㊊・㊗  13時～
場所：ガーデンステージ

　鹿屋が大好きでバラが
似合うステキな男性を探
す「薔薇王子コンテスト」。
あなたの投票で薔薇王子
が決まる!!
　また出場者の募集は10
月31日（土）まで。ご応募
お待ちしています。

待ってるぞよ～

【入園料】●一般：310円　●小・中・高生：110円

⃝無料入園日　10/30㊎、11/23㊊・㊗
⃝花苗先着100人プレゼント（13:30～）　11/3㊋・㊗、11/15㊐

［土］〜　　　  ［月・祝］
かのやばら園 開園時間 9:00〜17:00

鹿屋市市制施行10周年記念
百万本のばらに抱

いだ

かれ、癒
いや

される。

ステージ等イベント
10/31土
13:00～・
15:00～

11/１日
13:30～

11/８日
11:00～・
14:00～

かのや
ばら祭り
2015秋

フラワー
フェスティバル

第30回 国民文化祭・かごしま2015 in かのや

同時
開催
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　「かのや『ばら』と『海』フォトコンテスト2015」は、かのやばら園の「ばら」と鹿屋の「海」の素晴らしさを全国に向けて情報発信
しようと毎年行われているもので、県内外から応募のあった395点（ばらの部320点、海の部75点）の作品を審査し、グランプリ
２点をはじめ26点の入賞作品を決定しました。すべての入賞作品は市ホームページに掲載しています。

問市商工観光課（２階）　☎31-1150

かのや「ばら」と「海」フォトコンテスト2015

グランプリ　「夏を泳ぐ」　　東
とう

郷
ごう

 由
ゆ

佳
か

 さん （霧島市）

グランプリ　「悲しみは分かち合い」　　長
おさ

 勝
かつ

幸
ゆき

 さん （鹿児島市）

準グランプリ　「燃える恋心」
新
にい

村
むら

 さとみ さん（鹿児島市）

準グランプリ　「異
い

花
か

」
上
うえ

原
はら

 尚
なお

子
こ

 さん（鹿児島市）

準グランプリ　「閃
せん

光
こう

」
石
いし

川
かわ

 德
なる

美
み

 さん（肝付町）

準グランプリ　「希望に染めて」
岩
いわ

下
した

 昌
しょう

平
へい

 さん（霧島市）

写真家
浅井愼平氏の

審査講評

　

ば
ら
の
部
は
、
今
年
は
写

真
に
深
み
が
入
っ
て
き
た
と

感
じ
ま
し
た
。
た
だ
単
に
バ

ラ
を
見
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
バ
ラ
の
背
後
を
見
よ
う

と
し
て
い
る
、
バ
ラ
か
ら
感

じ
る
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
感
じ
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
バ
ラ
の
造
形
と
か

色
と
か
佇
ま
い
な
ど
か
ら
、

さ
ら
に
何
か
感
じ
ら
れ
る
も

の
を
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力

が
作
者
た
ち
に
あ
っ
た
作
品

が
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
の
部
は
、
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
激
戦

で
し
た
。
今
年
は
、
み
な
さ

ん
場
所
も
時
間
帯
も
幅
広
く

な
っ
て
き
て
、
い
ろ
ん
な
意

味
で
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
で

き
て
い
ま
す
。
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
増
え
て
き
て
、
見

る
側
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
い
い
傾
向
だ
と
思
い

ま
す
。
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市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

市
で
は
、
未
利
用
地
や
遊
休
地
と

な
っ
て
い
る
市
有
地
を
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
入
札
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
売
却
す
る
市
有
地

◎
入
札
日
時
＝
11
月
５
日（
木
）

　

10
時
～

◎�

入
札
場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室

◎�

申
込
方
法
＝
10
月
28
日（
水
）
ま

で
市
財
政
課
に
置
い
て
あ
る
入
札

参
加
申
込
書
等
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
又
は
郵
送

◎
申
込
期
限
＝
10
月
29
日（
木
）

問�

市
財
政
課（
３
階
）　

　

☎
31ｰ

１
１
２
６

募
集
・
申
請

☎

　市では、法律に関する高度で専門的な能力・経験を持つ専門職を採用し、市民サービスの更なる向上
を図るため、任期付職員として弁護士実務経験者を募集しています。
　募集内容や応募方法は次のとおりです。

●試験を行う職種、試験区分、採用予定人数、受験資格
職種 採用予定人数 任期 受験資格

任期付職員
（弁護士） １人

平成 28年４月１日～平成 30年３月 31日

※�業務の都合等により、採用日から５年を
限度に延長する場合があります。

※次の資格を満たす人
①�昭和 51年４月 2日以降に生まれた人
②�弁護士資格を有し、弁護士として訴訟活
動に関する実務経験が２年以上ある人
　（平成 27年９月末現在）

●試験の方法及び内容
区　分 内容 試験日 場所 合格者発表

第１次試験 書類選考 － － 12月  ４日（金）

第２次試験 面接試験 12月12日（土） 市役所本庁 12月21日（月）
※受験者に文書で通知

●申込方法等
区　分 内　　　　容

提出書類
受験申込書、職務経験等報告書、司法修習修了証の写し
※�受験申込書等は、市役所総務課に置いてあるほか、市ホームページからもダウンロード可能（A４サ
イズ用紙に印刷）

申込方法
次のいずれかを選択
①直接、総務課人事研修係（鹿屋市役所本庁３階）に申込
②�返信用封筒（長形３号・120㎜×235㎜、82円切手貼付、宛先明記したもの）を同封して郵送にて申込

申込受付期限 平成27年11月30日（月）17時15分まで　※必着　※土・日曜日を除く

申込書提出先 〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20番１号　鹿屋市総務部総務課人事研修係

問市総務課（３階）　☎ 31-1127

任期付職員（弁護士）を募集 ～鹿屋市職員採用試験～

※給与は「鹿屋市一般職の任期付職員の採用等に関する条例」等に基づき支給されます。
　【参考】給与月額：１号給 370,000 円～７号給 828,000 円（平成 27年 10月 1日現在）
※その他、期末手当、通勤手当等が支給されます。扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等は支給されません。
※弁護士登録料は、本人負担となります。

●職務内容及び勤務場所
職務内容 勤務場所

 ○条例、規則等の制定・改廃に係る業務
 ○事務事業の実施に係る法適合性等の法令解釈、法律相談
 ○その他行政事務等に対する助言・指導業務

鹿屋市役所本庁

※�市 有 地 の 詳 細 に つ い て は、
市ホームページに掲載

№ 所在地 地目 地積

1 田崎町
801番２ 雑種地 3,634㎡

2 田崎町
805番３ 宅地 5,052.24㎡

報掲示板情
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「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

の
受
講
生
を
募
集

◎�
内
容
＝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
基
礎
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

◎�

講
師
＝
平
山 

勇
樹 

氏（
鹿
児
島

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
指
導
者
委

員
長
）

◎�

日
時
＝
11
月
３
日（
火
・
祝
）

　

13
時
30
分
～
16
時

◎�

場
所
＝
市
中
央
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

兼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

◎�

対
象
者
＝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

所
属
の
小
学
５
・
６
年
生
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
少
年
団
指
導
者

◎
受
講
料
＝
無
料

◎
応
募
方
法
＝
電
話

◎
応
募
期
限
＝
10
月
28
日（
水
）

問�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課（
５
階
）

　

☎
31ｰ

１
１
３
９

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
を
利
用
し
た

ツ
ア
ー
に
助
成
し
ま
す

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
を
往
復
利
用
す
る
次
の

ツ
ア
ー
代
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締
切

「�

大
人
気
！ 

大
阪
ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー

と
豪
華
バ
イ
キ
ン
グ
３
日
間
」

◎�

内
容
＝
水
陸
両
用
バ
ス
で
大
阪
市

内
を
観
光
す
る
ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー
、

通
天
閣
等
散
策

◎�

日
程
＝
11
月
13
日（
金
）
～
15
日

（
日
）

◎�

定
員
＝
35
人

◎�

助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝
１
４
，

０
０
０
円

◎
申
込
方
法
＝
電
話

◎
申
込
期
限
＝
10
月
23
日（
金
）

問�

サ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

☎
31ｰ

１
６
１
６

「�

錦
秋
の
京
都
三
大
紅
葉
め
ぐ
り

３
日
間
」

◎�

内
容
＝
嵐
山
、
高
台
寺
、
清
水
寺

散
策　

な
ど

◎�
日
程
＝
11
月
23
日（
月
・
祝
）
～

25
日（
水
）

◎�

定
員
＝
41
人

◎�

助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝
１
３
，

８
０
０
円

◎
申
込
方
法
＝
電
話

◎
申
込
期
限
＝
11
月
16
日（
月
）

問�

タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
鹿
屋
支
店

　

☎
40ｰ

２
１
０
０

「�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ

パ
ン
」

◎�

内
容
＝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
の
観
光

◎�

日
程
＝
11
月
20
日（
金
）
～
22
日

（
日
）

◎�

定
員
＝
40
人

◎�

助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝
１
３
，

８
０
０
円

◎
申
込
方
法
＝
電
話

◎
申
込
期
限
＝
10
月
29
日（
木
）

問�

桜
開
発　

☎
43ｰ

１
１
１
１

幼稚園名 電話番号
鹿屋幼稚園（向江町） 42-3528
松下幼稚園（上谷町） 43-7233
第一鹿屋幼稚園（寿５丁目） 44-8668
西原幼稚園（西原４丁目） 43-3342
星幼稚園（寿３丁目） 43-7240
日の出幼稚園（川西町） 44-2963
南部幼稚園（下堀町） 44-6850

◎申込受付＝ 11月１日（日）～
　※�入園案内・願書は 10月 15日（木）から各幼稚園等で配付
◎対象者＝３歳、４歳、５歳の幼児
　※平成 28年度中に満３歳になった場合でも年度途中から入園可能
　※満３歳未満の２歳児を対象にした子育て支援事業（預かり保育）を行っている幼稚園等も有り
◎申込先＝各幼稚園等へ直接申込

【問い合わせ・申込先】

平成28年度 私立幼稚園等の園児を募集します

◎入園料
○３歳児＝ 25,000 円
○４歳・５歳児＝ 35,000 円
◎入園手数料＝ 2,000 円
◎保育料＝月額 24,000 円～
※保護者の市町村民税の所得割課税額に応じて、
入園料と保育料を減額する制度有り

認定こども園名 電話番号
信愛こどもの園（西原１丁目） 42-4012
幼保連携型認定こども園
鹿屋カトリック幼稚園（古前城町） 44-4683

幼保連携型認定こども園
いずみ幼稚園（吾平町上名） 58-6893

幼保連携型認定こども園
あいら認定こども園（吾平町上名） 58-8220

つるみね保育園（吾平町上名） 58-6262
認定こども園二葉保育園（上谷町） 44-6107

幼稚園

　平成 27年度からの新制度により保育所・幼稚
園から移行した認定こども園は、幼稚園機能部
分と保育所機能部分とに分かれています。
　今回は、このうち幼稚園機能部分を先行して
募集します。
◎入園手数料等＝各施設で確認
◎保育料＝�保護者の市町村民税の所得割課税額を

基に市が定めた基準により算定

認定こども園（幼稚園機能部分） 【問い合わせ・申込先】

※認定こども園の保育所機能部分の募集は、保育所等の募集と同時期にお知らせする予定です。

 Kanoya Information
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平
成
27
年
度「
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」

の
受
講
者
を
募
集

◎�
内
容
＝
労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

等
に
つ
い
て
の
講
演
や
、
労
働
に

関
す
る
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
等

◎�

講
師
＝
佐
藤 
恵
子 

氏（
社
会
保

険
労
務
士
）

◎�

日
時
＝
11
月
12
日（
木
）　

13
時

30
分
～
16
時
20
分

◎�

場
所
＝
大
隅
地
域
振
興
局
別
館
大

会
議
室

◎�

対
象
者
＝
労
働
者
、
使
用
者
、
労

働
問
題
に
関
心
の
あ
る
人

◎�

定
員
＝
70
人
程
度（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

◎
受
講
料
＝
無
料

◎�

応
募
方
法
＝
電
話
、
メ
ー
ル
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

問�

県
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

３
０
１
７

　

℻
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

５
５
８
２

　

�r-rousei@
pref.kagoshim

a.

　

lg.jp

「
第
13
回
か
の
や･

ば
ら
祭

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」の

参
加
者
を
募
集

◎�

内
容
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園
内
や
か
の

や
ば
ら
園
内
の
全
長
５
㎞
の
コ
ー

ス
で
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

※�

ゴ
ー
ル
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
有

り
◎�

日
時
＝
11
月
８
日（
日
）　

９
時

40
分
～　

※
雨
天
決
行

◎
会
場
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園
周
辺

◎�

参
加
料
＝
１
，
０
０
０
円（
保
険

料
を
含
む
）

※�

参
加
を
取
り
消
し
た
場
合
の
参
加

料
の
払
い
戻
し
は
不
可

◎�

応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
直

接
応
募

※�

申
込
書
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、

各
学
習
セ
ン
タ
ー
、
か
の
や
ば
ら

園
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.h6.dion.
ne.jp/~

kfsc/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能

◎
応
募
期
限
＝
11
月
２
日（
月
）

問�

か
の
や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局　

☎
41ｰ

９
９
０
３

　

�市
税
等
の
滞
納
者
に
対
す

る
納
税
催
告
・
相
談
を
実

施
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
者
に
対

す
る
催
告
書
を
10
月
20
日（
火
）
に

発
送
し
ま
す
。
受
け
取
ら
れ
た
人
は
、

次
の
期
間
に
市
収
納
管
理
課
へ
出
向

い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
な
く
滞
納
し
た
場
合

は
、
法
律
に
基
づ
い
て
財
産
の
差
し

押
さ
え
等
を
執
行
し
ま
す
。

◎�

日
程
＝
10
月
21
日（
水
）
～
11
月

２
日（
月
）

◎
時
間
＝
８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
８
時
30
分
～
17
時

◎
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
、
催
告
書

問�

市
収
納
管
理
課（
１
階
⑬
番
窓
口
）　

　

☎
31ｰ

１
１
５
５

小
型
特
殊
自
動
車
の 

ナ
ン
バ
ー
登
録
を 

お
願
い
し
ま
す
！

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
等
の

農
耕
作
業
用
等
の
小
型
特
殊
自
動
車

は
、公
道
走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、

所
有
し
て
い
れ
ば
申
告
及
び
納
税
を

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
取
得
、
又
は
現
在
お
持
ち

の
車
両
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付

い
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
近
年
、
農
耕
作
業
用
小
型

特
殊
自
動
車
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
農
耕
車
が
加
入
で
き
る
任
意

保
険
に
は
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
全
対
策

の
た
め
に
も
ナ
ン
バ
ー
登
録
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
る

ナ
ン
バ
ー
は
、
公
道
走
行
を
許
可
す

る
も
の
で
は
な
く
、
課
税
標
識
と
な

り
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
交
付
を
受
け
て

い
て
も
、
田
植
え
機
な
ど
公
道
走
行

で
き
な
い
車
両
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

小
型
特
殊
自
動
車
＝
乗
用
装
置
を

有
し
、
最
高
速
度
が
時
速
35
㎞
未

満
の
農
耕
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
等
）、
そ
の
他
法
令
で

定
め
る
も
の（
シ
ョ
ベ
ル･

ロ
ー

ダ
、
タ
イ
ヤ･

ロ
ー
ラ
等
）

◎�

申
告
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
、
販

売
・
譲
渡
し
た
会
社
や
人
の
印
鑑

又
は
販
売
・
譲
渡
証
明
書
、
仕
様

書
や
カ
タ
ロ
グ
な
ど
大
き
さ
と
最

高
速
度
が
分
か
る
も
の
等

問
市
税
務
課（
１
階
⑮
番
窓
口
）

　

☎
31ｰ

１
１
１
２

「
国
勢
調
査
」
の
調
査
票
提

出
は
お
済
み
で
す
か
!!

　

国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
現
在
、

日
本
に
普
段
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
と
世
帯
を
対
象
に
し
た
、
国
の
最

も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
ご
記
入

い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
調
査
員
に

提
出
す
る
か
、「
郵
送
提
出
用
封
筒
」

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や

調
査
票
が
足
り
な
い
場
合
な
ど
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

市
国
勢
調
査
実
施
本
部
事
務
局

（
市
情
報
行
政
課
内
・
７
階
）

　

☎
31ｰ

１
１
７
３

10
月
は
鹿
児
島
県
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
月
間
で
す

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
乳
が
ん
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
の
重
要
性
を
伝

え
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
ア
メ

リ
カ
で
使
わ
れ
始
め
、
そ
の
考
え
に

共
感
し
た
人
々
に
よ
っ
て
世
界
中
に

広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
女
性
の
12
人
に
１
人
が
乳

が
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
月
に
１
回

の
自
己
検
診
と
定
期
的
な
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
乳
が
ん
検
診

（
病
院
検
診
）
は
、
10
月
31
日（
土
）

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問�

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
41ｰ

２
１
１
０

子
宮
が
ん
検
診
に
か
か
る

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

　

10
月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

子
宮
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診（
集

団
検
診
）
を
実
施
し
ま
す
が
、
市
や

県
の
検
診
委
託
機
関
を
名
乗
り
、
個

人
情
報
を
聞
き
取
る
不
審
電
話
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
電
話
に
よ
る
問
診
等
は

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問�

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
41ｰ

２
１
１
０

お
知
ら
せ

報掲示板情
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自
動
交
付
機
及
び 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

一
時
利
用
停
止
の
お
知
ら
せ

　

電
気
設
備
等
点
検
に
伴
う
停
電
の

た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
内
に
あ
る
自

動
交
付
機（
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
税
証
明
の
交
付
）
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
次
の
日
時

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

停
電
日
時
＝
11
月
14
日（
土
）

　

８
時
30
分
～
17
時

問�

市
総
務
課（
３
階
）　

　

☎
31ｰ

１
１
２
７

行
政
相
談
委
員
に 

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登
記
、

年
金
、
道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
国
の

役
所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意

見
や
ご
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員

は
、
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、

役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組
み
、

手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関

に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

相
談
日
＝
10
月
22
日（
木
）　

９

時
～
12
時

◎
相
談
場
所
＝
市
民
課
相
談
室

◎
相
談
料
＝
無
料

◎�

そ
の
他
＝
自
宅
や
電
話
で
も
相
談

可
能

問�

市
民
課（
１
階
①
番
窓
口
）　

　

☎
31ｰ

１
１
１
４

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

12
月
末
ま
で
、「
じ
ぶ
ん
の
ま
ち

を
良
く
す
る
し
く
み
」
と
し
て
、
全

国
一
斉
に「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
は「
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
運
動
」
も
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
優
し
い
気

持
ち
が
、
ま
ち
の
福
祉
を
支
え
て
い

ま
す
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

市
共
同
募
金
委
員
会（
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）　

☎
44ｰ

２
２
７
７

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
の
適
正
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

　

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

は
、
夜
間
の
内
科
・
小
児
科
の
急
病

患
者
を
治
療
す
る
た
め
の
診
療
所
で

す
。
突
発
的
な
発
熱
や
腹
痛
な
ど
、

外
来
診
療
に
よ
り
急
病
患
者
の
医
療

を
担
当
す
る
医
療
機
関
で
す
。

　

比
較
的
軽
症
の
患
者
や「
昼
は
仕

事
だ
か
ら
」、「
明
日
は
忙
し
い
か

ら
」、「
薬
だ
け
も
ら
い
た
い
か
ら
」

と
い
っ
た
人
な
ど
、
本
来
昼
間
に
受

診
で
き
る
人
が
夜
間
に
受
診
さ
れ
る

と
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
の
診
療
が

遅
れ
た
り
す
る
な
ど
、
診
療
体
制
が

維
持
で
き
な
く
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
本
来
の
目

的
を
正
し
く
理
解
し
、
私
た
ち
の
ま

ち
の
夜
間
診
療
体
制
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
安
易
な
救
急
車
の
利
用

も
控
え
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

診
療
内
容
＝
内
科
及
び
小
児
科
の

応
急
的
な
処
置
の
み
で
、
薬
の
処

方
は
１
日
分
の
み

◎�

受
付
時
間
＝
18
時
30
分
～
翌
日
６

時
30
分

◎
診
療
時
間
＝
19
時
～
翌
日
７
時

◎�

そ
の
他
＝
入
院
が
必
要
な
場
合
は
、

重
症
の
急
病
患
者
を
受
け
入
れ
る

二
次
救
急
医
療
機
関
で
の
診
療

問�

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー　

　

☎
45ｰ

４
１
１
９

「
い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
～

む
」

◎�

内
容
＝
英
語
に
興
味
の
あ
る
人
や

英
語
を
好
き
な
人
な
ど
が
自
由
に

英
会
話
を
楽
し
む
交
流
会

◎��

日
時
＝
10
月
21
日（
水
）
～
12
月

16
日（
水
）　

16
時
45
分
～
17
時

45
分　

※
各
回
水
曜
日
の
計
８
回

◎�

場
所
＝
鹿
屋
体
育
大
学 

大
学
会

館
２
階

◎�

対
象
者
＝
レ
ベ
ル
や
年
齢
を
問
わ

ず
誰
で
も
参
加
可
能

◎
参
加
料
＝
無
料

問�

鹿
屋
体
育
大
学
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
国
重
研
究
室

　

☎
46ｰ

４
８
９
３

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

２
０
１
５
点
灯
式

◎�

日
時
＝
10
月
31
日（
土
）　

18
時

30
分
～

◎�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
イ
ベ

ン
ト
広
場

問�

街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会

　

☎
45ｰ

６
０
０
４

日
本
一 

カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◎�

内
容
＝
大
隅
の
飲
食
店
11
店
舗
が

地
元
食
材
を
使
っ
て
作
っ
た
様
々

な
カ
レ
ー
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

※
歌
謡
・
ダ
ン
ス
、
抽
選
会
も
有
り

◎�

日
時
＝
10
月
31
日（
土
）　

11
時

～
15
時

◎�

場
所
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園
自
由
広
場

◎�

チ
ケ
ッ
ト
＝
１
，０
０
０
円

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
、
３
食
分
の
食
券
、

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
抽
選
券
で
構
成

◎�
販
売
所
＝
鹿
屋
青
年
会
議
所（
北

田
町
）　

※
当
日
は
会
場
で
販
売

◎�

受
付
時
間
＝
祝
日
を
除
く
月
・
水
・

金
曜
日
の
10
時
～
16
時

問�

鹿
屋
青
年
会
議
所
事
務
局

　

☎
42ｰ

２
２
４
５

第
４
回「
く
ろ
つ
ち
会
」 

作
品
展

◎�

内
容
＝
退
職
教
職
員
の
会
で
あ
る

「
く
ろ
つ
ち
会
」の
会
員
に
よ
る
絵

画
・
写
真
・
竹
細
工
・
木
工
作
品

な
ど
約
20
分
野
の
作
品
展
示

◎�

期
日
＝
11
月
３
日（
火
・
祝
）
～　

６
日（
金
）

◎�

場
所
＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店

1
階
フ
ロ
ア

問�

く
ろ
つ
ち
会
事
務
局

　

☎
35ｰ

２
３
９
０

華
道
家
元
池
坊
鹿
児
島
県

連
合
支
部
い
け
ば
な
展

◎�

内
容
＝
市
国
民
文
化
祭
事
業
・
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
祭
典「
花
い

く
さ
」
と
同
時
開
催
す
る
い
け
ば

な
展

◎�

日
程
＝
11
月
６
日（
金
）
～
８
日

（
日
）

◎
時
間
＝
10
時
～
21
時

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

◎
場
所
＝
市
中
央
公
民
館
１
階

◎
入
場
料
＝
無
料

問�

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
屋
市
実
行

委
員
会
事
務
局（
市
生
涯
学
習
課

内
・
6
階
）　

☎
31ｰ

１
１
３
８

イ
ベ
ン
ト
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Health Care

　「健康づくり推進員」は、健康づくりを推進するボラン

ティアです。

　地域の皆さんの健康づくりの意識を高めるために、推

進員は健診の受診を勧める活動や地域の健康づくり事業

の手伝いをしています。

◎活動内容
◦特定健診やがん検診等の受診

◦周囲に健診の受診を奨励

◦健診会場（公民館等）での手伝い

◦健康づくり活動の参加

◦�町内会で行われているぴんぴん元気教室やサロンの手

伝いなどのボランティア活動

　市は、「地域で支え合う 健やかで心のかよう まちづく

り」を推進しており、現在、その担い手である推進員は、

市内に159人います。

問市保健相談センター　☎41ｰ2110

　西原１丁目の健康づくり推進員・有園マサ子さん
が中心となって活動する「鹿屋西原ラジオ体操会」が、
毎朝積極的に行っているラジオ体操を通じて、健康づ
くりだけではなく、互いに安否確認をしながら体操に
励んでいることが評価され、全国ラジオ体操連盟会な
ど３団体から「鹿児島県表彰」を授与されました。

健康づくり活動で表彰！

▲�表彰状を持つ有園さん（前列中央）と
　「鹿屋西原ラジオ体操会」の皆さん

鹿屋市健康づくり推進員をご存じですか？

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

10月18日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

25日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
山路医院 東串良町池之原 63-2134

11月  1日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

8日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
児玉医院 東串良町川東 63-8522

15日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
岩重医院 東串良町川東 63-8514

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
10月18日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118

25日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015
11月  1日 ひらおか歯科 新川町 41-3060

3日 ひらたデンタルクリニック 札元 1 丁目 45-4929
8日 水口歯科医院 寿 2 丁目 43-4635

15日 安楽歯科 寿 5 丁目 44-2220

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医10月・11月
鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

10月18日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

25日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

11月  1日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

 3日
 福田病院 寿 3 丁目 43-4191
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 徳田脳神経外科病院 打馬 1 丁目 44-1119

8日
 中原クリニック 横山町 48-2011
 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

15日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス ☎ 43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

◎テレホンガイドかのや　　　　    ☎ 42-4000
　週末の休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
　あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。
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kanoya

市
民
のひ

ろ
ば

い
つ
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
鹿
屋
の
情
報
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
ら
と
思

い
ま
す
。
今
年
、
出
産
し
た
ば
か
り
の
新

米
マ
マ
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
行

け
る
イ
ベ
ン
ト
、
申
請
な
ど
で
得
す
る
情

報
な
ど
こ
れ
か
ら
も
色
々
と
教
え
て
く
だ

さ
い
。い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
ｍ
ｉ
ｗ
ａ
さ
ん
・
28
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初

め
て
経
験
さ
れ
る
子
育
て
で
、
期
待
と
不

安
、
そ
し
て
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
新

米
マ
マ
さ
ん
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
ご
家
族

で
協
力
し
合
っ
て
幸
せ
に
お
暮
ら
し
く
だ

さ
い
。

　

さ
て
、「
広
報
か
の
や
」
は
、
特
集
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
記
事
を
掲
載
し
た
通
常
版

と
募
集
・
申
請
な
ど
の
お
知
ら
せ
版
の
毎

月
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
ｍ
ｉ
ｗ
ａ
さ

ん
の
ご
意
見
を
今
後
の
特
集
な
ど
の
参
考

に
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
鹿
屋
の
情
報
誌
と
し
て
、

ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

カ
ン
パ
チ
ダ
ン
ス
が
気
に
な
り
早
速

見
て
み
ま
し
た
。
音
楽
も
口
ず
さ

み
や
す
く
、
ダ
ン
ス
も
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
踊
れ
る
と
て
も
親
し
み
や
す
い
も
の

で
し
た
。
か
の
や
カ
ン
パ
チ
と
共
に
、
カ

ン
パ
チ
ダ
ン
ス
も
広
ま
っ
て
く
れ
る
事
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
オ
デ
ッ
セ
ィ

さ
ん
・
39
歳
・
女
性
）

　

最
近
話
題
の
カ
ン
パ
チ
ダ
ン
ス
！
や
は

り
気
に
な
り
ま
し
た
か
。
関
東
の
音
楽
家

に
作
詞
作
曲
し
て
も
ら
い
、
鹿
屋
市
漁
協

の
皆
さ
ん
や
市
役
所
ダ
ン
ス
部
の
メ
ン

バ
ー
が
考
え
た
ダ
ン
ス
で
、
こ
の
夏
、
地

域
の
祭
り
な
ど
色
ん
な
所
で
披
露
さ
れ
会

場
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
か
の
や
水
産
の
平
社
員「
か
の

や
カ
ン
パ
チ
ロ
ウ
」
を
中
心
に
、
か
の
や
カ

ン
パ
チ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

８
月
号
の
戦
争
の
特
集
が
良
か
っ
た

で
す
。
実
体
験
の
話
で
当
時
の
様

子
や
人
々
の
思
い
を
身
近
に
感
じ
る
事
が

で
き
ま
し
た
し
、
平
和
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
広
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら

更
に
読
み
や
す
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
の
広
報
か
の
や

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｄ
・
Ｋ
さ
ん
・

45
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
、
日
本
に
と
っ
て
戦
後
70
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
で
す
。
戦
争
を
体
験
さ
れ

た
人
の
高
齢
化
が
進
み
、
当
時
の
証
言
を

聞
く
こ
と
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

全
国
的
に
有
名
な
バ
ラ
の
街「
か
の

や
」
に
も
、
ま
た
若
き
農
業
後
継

者
大
平
龍
美
さ
ん（
鹿
屋
農
業
高
校
卒
、

大
浦
町
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ラ
ン
ド
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
場
所
な
ど
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み

た
い
で
す
ね
。（
Ｈ
・
Ｙ
さ
ん
・
86
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鹿

屋
市
内
に
は
若
く
て
、
色
ん
な
こ
と
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
そ
う
い
う
皆
さ
ん
を
、「
明
日
へ
の
扉
」

で
も
っ
と
も
っ
と
紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
複
数
の
お
ハ
ガ
キ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
お
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

№235

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　広報広聴課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市広報広聴課

「市民のひろば」係
  ☎ 31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集
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かのやばら園ペア無料招待券
＆「ばらら・ばらお」ぬいぐるみ

（約25cm）セット／３名様
※�商品引換券の発送は11月中旬で、無料
招待券の有効期限は12月25日（金）です。
12月19日（土）・20日（日）及び23日（水・
祝）～ 25日（金）にはクリスマスファン
タジーナイトが行われます。

　鹿屋市体操協会では、５年後の鹿児島国体を
目指してジュニア選手の育成に力を入れています。
　今年５月末の「県内中・高学年別大会」では大
森千佳さん（細山田中学校１年）が優勝。また６
月末の「九州小学生大会県選手選考会」では中

なか
島
しま

裡
り
埜
の
さん（寿北小学校５年）が優勝し、８月に

行われた九州大会の平均台で２位となりました。
他にも九州大会には立

たち
野
の
志穂さん（鶴峰小学校

５年）も出場しています。
　今後も鹿児島国体へ向けて頑張っていきます
ので、皆さんの声援、ご協力をよろしくお願い
します。

問鹿屋市体操協会　担当：八木
　☎ 090-1875-9430

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
!!

C l o s e  U p

応募〆切　11／12㊍
当選者の発表は、商品引換券の発送を
もって代えさせていただきます。

かのや活動レポート vol.4

Present

　こんにちは、吾平から新美です。
　秋も深まり、皆さんの地域でも
秋祭りを開催するところが多いの
ではないでしょうか。
　私が住む吾平町麓町内会では
「麓ファッションショー」という面
白いイベントを秋祭りで行いました。ファッションショーのモデ
ルは麓地域の在住者です。きれいに着飾り、音楽に合わせ、特
設のランウェイを闊

かっ
歩
ぽ
します。モデルのみなさんは、観客からの

声援に、少し恥ずかしそうにしながらも笑顔で応えていました。
地域の一体感を感じることができる素晴しいイベントでした。

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・商品引換券の発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

新
美 

了 

隊
員

今
回
の
報
告
者



　

３
歳
か
ら
電
子
オ
ル
ガ
ン
や
ピ
ア
ノ

を
習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校

は
器
楽
部
、
中
学
・
高
校
は
吹
奏
楽
部

に
所
属
し
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
当
。

青
春
時
代
は
ず
っ
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

世
界
へ
と
の
め
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

高
校
の
吹
奏
楽
部
へ
入
部
し
て
す
ぐ
、

担
当
す
る
楽
器
と
コ
ン
ク
ー
ル
の
メ
ン

バ
ー
を
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
顧
問
の

先
生
が
「
今
年
か
ら
ハ
ー
プ
を
取
り
入

れ
よ
う
と
思
う
。
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
１

年
生
の
中
で
ピ
ア
ノ
の
楽
譜
が
読
め
る

者
は
い
る
か
？
」
と
部
員
に
尋
ね
た
の

で
す
。
私
は
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
映
像
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と

が
無
か
っ
た
ハ
ー
プ
に
実
は
以
前
か
ら

憧
れ
て
い
た
の
で
、
真
っ
先
に
手
を
挙
げ

た
結
果
、
幸
い
に
も
ハ
ー
プ
を
演
奏
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
さ
か
自
分
が
演
奏
で
き
る
な
ん

て
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

初
め
て
ハ
ー
プ
を
直
接
肩
に
置
き
、

指
で
ポ
ー
ン
と
一
音
弾
い
て
み
た
と
き
、

自
分
の
胸
に
心
地
良
く
響
く
感
覚
が
と

て
も
気
に
入
っ
て
大
変
感
動
し
、「
こ
の

楽
器
と
の
出
会
い
は
運
命
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
も
ハ
ー
プ
を
続
け
た
い

と
思
い
、
高
校
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た

先
生
が
勤
務
さ
れ
て
い
た
鹿
児
島
国
際

大
学
短
期
大
学
部
音
楽
科
に
入
学
し
、

ハ
ー
プ
を
専
攻
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は

銀
行
へ
就
職
し
ま
し
た
が
、
ハ
ー
プ
へ
の

思
い
が
断
ち
切
れ
ず
、
退
職
し
て
県
内

で
も
数
少
な
い
ハ
ー
ピ
ス
ト
へ
の
道
へ
歩

き
出
し
ま
し
た
。
今
は
拠
点
を
鹿
児
島

市
に
移
し
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
地

元
鹿
屋
で
の
演
奏
活
動
、
レ
ッ
ス
ン
も

続
け
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
プ
と
い
う
楽
器
は
、
そ
の
姿
形

や
優
雅
さ
な
ど
か
ら
、
女
性
に
弾
か
れ

る
こ
と
が
多
い
楽
器
で
す
。
し
か
し
実

は
ド
レ
ス
の
下
の
足
元
に
は
ペ
ダ
ル
が

７
本
も
付
い
て
お
り
、
演
奏
中
に
そ
の

ペ
ダ
ル
で
音
変
え
を
何
度
も
行
い
ま
す
。

両
手
両
足
を
使
い
、
体
力
的
に
も
男
性

向
き
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
と
て
も

ハ
ー
ド
な
楽
器
で
す
。
そ
の
時
の
体
調

や
感
覚
に
よ
っ
て
も
音
色
に
影
響
が
あ

る
た
め
、
体
調
管
理
に
は
気
を
付
け
て

い
ま
す
。

　

ハ
ー
プ
は
心
臓
に
近
い
位
置
で
響
き
、

一
度
出
し
た
音
は
減
衰
し
ま
す
。
そ
の

儚
さ
や
、
水
・
風
・
光
な
ど
自
然
を
表

現
で
き
る
こ
の
楽
器
は
、
古
来
か
ら
人

間
が
好
む
音
色
な
の
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
初
め
て
ハ
ー
プ
を

聴
く
人
も
「
何
か
懐
か
し
い
感
じ
が
す

る
」
と
か
「
心
が
落
ち
着
く
」
な
ど
と

感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
も
ハ
ー
プ
の
魅
力
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
人
に
こ

の
ハ
ー
プ
と
い
う
楽
器
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

生徒への指導や演奏会の練習など
多忙な毎日を送っているが、各地
の演奏会にも積極的に参加。11月
3日に鹿児島市で開催される国民
文化祭「オーケストラの祭典」と
「吹奏楽の祭典」にも出演予定。

明
日
へ
の

扉
No.10

平成２年鹿屋市生まれ。鹿屋中央高校でハープ
を始め、平成20年４月鹿児島国際大学短期大学
部音楽科入学。卒業後は県内外の演奏会に多数
出演し、現在、鹿児島市の松田ピアノ友社、県
立松陽高校でハープ非常勤講師を勤める。（25歳）

小城 遥香さん

聞
い
て
く
だ
さ
い

こ
の
澄
ん
だ
優
し
い
音
色
を Haruka Kojo
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平
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行
　

№
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（
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お
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ら
せ

版
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発
行

）
発

行
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鹿
屋

市
　

編
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／
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公

室
広

報
広
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広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市広報広聴課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238
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明朗会計
安心価格

が

もっとうで
す!

斎場やすらぎ苑

ことぶき中央斎場

にしはら中央斎場

つなぐいのち、つながるこころ。つなぐいのち、つながるこころ。

寿

西原

バイ
パス池田葬祭では

いかなる『お葬式』 でも対応させて頂きます

鹿屋市王子町
3967-7

19円
（税込）

50枚以上

写真の
思い出づくりのお手伝い

フジフィルム化粧品「アスタリフト」取扱店

寿店／鹿屋市寿２丁目２番２-１号
　　（寿町バス停前）P駐車場有

営業
時間

平　日／AM8:30～PM7:30
日祝日／AM9:00～PM7:00

☎0994-41-3885

毎週    曜日

半額の日
Ｌサイズ
１枚38円を

大切な「証明写真」は
当店にお任せください!

月
デジカメ スマホ

・免許用・パスポート用
・履歴書用・各種試験用

※前金になります 納得の高品質仕上げ

・マイナンバー用
プリント

電話：0994-45-7300

子ども相談・支援ルーム
 つながり

〒893-0064 鹿屋市西原 2 丁目 33 番 12 号１Ｆ
 

Mail;info@tunagari-rinaikai.com 

子どもに関する相談を 24 時間で受け付けます。

困ったな～
どうしよう・・・
そんな時は一人で考え
ずに、まず相談を！！

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町14042－8

葬儀相談係  池田 成利
☎0994-44-4440

詳しくはWebで‼

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合わせください

斎場使用料・遺影写真・棺・骨つぼ・位牌
病院お迎え・通夜、火葬場の手伝い・役場手続き無料

194,000円家族葬も
一般葬も プランのみ

98,000円まごころ葬
（仏事、神事を行わず親族のみでまごころをもって送る葬儀です。）

～そんな地域になりますように　　～
地域の皆様が
会員です！

●
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●
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●大海酒造さん●大海酒造さん

●●ホ
ワ
イ
ト
急
便

　
　
　
　
さ
ん

ホ
ワ
イ
ト
急
便
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屋
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●
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●
鹿
屋
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●●

ホワイト急便さんホワイト急便さん
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ブ
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さ
ん

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
さ
ん

商
工
会
議
所
●

商
工
会
議
所
●

シンプルでも
尊厳ある｢お葬式」ご存知ですか？

オープン
しました

祭壇・祭壇花・お棺・
ご遺影写真・位牌・
お骨壺・線香ローソク・
寝台車（病院～自宅
［安置所］）・式場使用
料（1泊分）・スタッフ

㈱KAMIMURA

・子供（生後 2か月以上）を預けて
　　　　　　　　　　　　　　介護の仕事はいかが。
・働きながら国家資格（介護福祉士）を
　　　　　　　　　　　　　　取りませんか。

Dream it, Try it, Do it 

風の村
働きませんか
（託児所完備）
入居しませんか
（お安くなりました）
士
祉
福
護
介

 
⬅

ネ
マ
ア

ケ

実務者研修

〈資格
取得〉

初
任
者
研
修　

⬇　　　　　　 

⬇

無資
格  

⬇

（
有
資
格
者
）

鹿屋市野里町2485番地　TEL0994-36-6000　FAX0994-36-6001

詳細はホームページでご確認下さい。

初
任
者
研

⬇

（（（（（
有有有有有有
資資資資
有

格格格格
資資
者者者者者者
格
））
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風
働き
（託
入居し
（お安く
士
祉
士

福
祉祉

護
福福

介
護

⬅

ネ
マ
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ケ

実実

〈〈〈資資
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第
６
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

10
月
開
講

介
護
職
員
実
務
者
研
修

　

毎
月
１
日
随
時
受
付（
通
信
制
）
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